
AGC株式会社の材料設計技術とNTTドコモの無線通信技
術を活用して、ミリ波帯のエリア改善技術の検証を進めて
います。

透明メタサーフェスを用いたエリア改善J-15

 直進性の強いミリ波の利用では、見通し外環境の通信品質が劣化します。
そこで透過/反射波等を積極的に活用することで、見通し外環境のエリア
改善が期待されます。

 これまでドコモは反射波の伝搬を自由に設計可能なメタサーフェス（メタマテ
リアル）によりエリア改善に取り組んできました。

 ドコモのメタサーフェス設計ノウハウから、メタサーフェスの散乱特性を動的
に制御する機構を開発しました。これにより移動局の位置等に合せて透過
と反射の割合をコントロールできます。

 AGC株式会社の微細加工技術によりガラス/フィルム上にメタサーフェスを
製作することで、高い透明性を実現します。

 透明メタサーフェスを用いて透過/反射をスイッチしてミリ波帯のエリアを制
御することで、安定した通信環境を実現します。

 本デバイスを透明に製作することで、景観を損なうことなく設置が可能です。

メタサーフェス金属反射板

反射波の伝搬方向・ビーム幅を
任意に設計可能

入射角により反射方向は
一意に決定される

透過/反射を
動的制御可能

構想/研究段階

反射波を
設計可能

金属パターン
を透明化

本技術で目指す世界： 無線環境の動的制御設計/シミュレーション結果

Unit-cell design
(a few mm2)
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• ガラス/フィルム上に微細加工技術でメタサーフェスを作成
• 透明という特徴を維持しつつ、散乱特性を動的制御可能な機構を導入

本デバイスを屋内/屋外にばらまき、ユーザー位置に合せて
最適なミリ波帯エリアとなるように無線環境を制御

吸収

動的透明メタサーフェス

反射/ビームトラッキング

透過/ビームトラッキング


